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協会便り

新型コロナ禍における支部活動について

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために、例年どおり
の支部活動を実施しにくい状況が続いていますが、そのよう
ななか各支部が対策をとりながら行った活動をご紹介します。

●北海道支部
　ツーバイフォー住宅累計着工300万戸をアピールする
のぼり旗を作成し、支部会員に頒布しました。道行く人
にも好評で、PR効果を実感しているとの声が寄せられ
ました。
●静岡県支部
「屋根荷重から考える

構造計画講習会」、「フ
ルハーネス安全帯作業
特別教育」（10月）、「耐
力壁と壁線のずれを考
える設計講習会」（11月）
を開催しました。
●東海支部
「ツーバイフォー工法基本セミナー」

（８月）、「フルハーネス型墜落制止用
器具特別教育」（10月）、「耐火建築物
設計者講習会」・「施工実務者基本講
習会」（11月）、「耐力壁と壁線のずれ
を考える設計講習会」（12月）を開催
しました。

令和2年度
「職業能力開発関係厚生労働大臣表彰」を受賞

2020年11月、当協会は厚生労働省の令和２年度「職業能力開発関
係厚生労働大臣表彰」を受賞しました。「技能検定に関し、永年にわ
たり多大の貢献があり、他の模範となる団体」として職業中央能力
開発協会の推薦を受けての受賞となりました。 技能検定事前講習会の様子。

令和2年度「優秀施工者国土交通大臣顕彰」と第32回「住生活月間功労者表彰」について

2020年10月、国土交通省より「優秀施工者国土交通大臣顕彰」と「住生活月間功労者表彰」の受賞者が発表されました。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の観点から式典は中止となりましたが、国土交通大臣からの顕彰状及び国土交通省住宅局長からの表彰状が
ご本人に直接授与されました。

　当協会技術開発委員長の泉潤一氏
が第32回「住生活月間功労者表彰」に
おいて、「国土交通省住宅局長表彰」
を受賞されました。防耐火関連の技
術開発等を主導し、中層建築物の建
設促進への功績等が認められての受
賞でした。

　当協会が「優秀フレーマー賞」受賞者から推薦した後藤浩郁
氏、稲葉清一氏、竹地誠氏の３氏が令和２年度「優秀施工者国
土交通大臣顕彰」（通称：建設マスター）」を受賞されました。

泉 潤一氏（三井ホーム㈱技術研究所）

後藤 浩郁氏
（住友林業ホームエンジニア
リング）

［推薦／総務部会］

稲葉 清一氏
（清一工務店）
［推薦／静岡県支部
（㈱大成住宅）］

竹地 誠氏
（太平ハウジング㈱）
［推薦／東海支部
（太平ハウジング㈱）］

昭和女子大・小山工業高等専門学校・東洋大学で出前講座を開催

　2020年11月、当協会では学生向けプログラムによる出前講
座を開催しました。
　11月５日、昭和女子大学生活科学部においてショーン・ロー
ラー氏（カナダ林産業審議会）による「Global Wood Design」を
テーマとした全編英語のリモート講義を行いました。11月９
日には対面授業が再開していた小山工業高等専門学校建築学
科で菊池清氏（ウイング㈱）を講師に「ツーバイフォー工法の概
要」をテーマとした講義を行いました。11月27日には東洋大学
理工学部において、菊池氏による「ツーバイフォー工法の概要」

小山工業高等専門学校での授
業風景と、ツーバイフォーの構
造材について質問する高専生。

東洋大学の授業風景。対面授業とリモート配
信を同時並行し、計200人超の学生にツーバ
イフォー工法の特徴を伝えた。

●関西支部
　兵庫県神戸市にある国登録有形文化財、近代化産業遺産の「六甲山荘」

（ヴォーリズ設計、1934年完成）の見学会を実施しました（10月）。また、
自習形式の「耐火建築物設計者講習会」（12月）を開催しました。

●九州支部
　熊本県を中心に甚大な被害をもたらした「令和２年７月豪雨」に対す
る義援金を、熊本県人吉市の松岡隼人市長に贈呈しました（10月）。
また、「耐火建築物設計者講習会」（９月）、「ツーバイフォー工法基本
セミナー」・「民法改正対策講習会」を開催しました（10月）。

と小坂順一氏（㈱中央設計）による「ツーバイフォー工法の生
産・施工システム」の講義を行いました。
　各講義後のアンケートでは、ツーバイフォー建築の住宅以
外の用途への拡大や大型化に興味を示す回答や、「構造や性能
等の特性を知ることができた」といった回答が共通して見られ
ました。

見学会では元大阪芸術大学教授の山形政昭氏によるレクチャーも行われた。

義援金の贈呈後、復興にかかわる建設的な意見交換が行われた。




